
■1■ 広報おびひろ　令和元年５月号

今月の紙面

データで知る帯広

人口▶166,093人
 （前月比－679人）

　男▶79,172人
　女▶86,921人
世帯▶87,612世帯
 （前月比－24世帯）

2件（前月比－1件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,050t
（前年同月比＋25t）

614t
（前年同月比－43t）

3月末の人口と世帯数

3月の火災発生件数

3月の家庭ごみ排出量

令和元年
（2019年）
令和元年
（2019年）
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ばんえい十勝開幕 … 7

■

6月から市営住宅の
随時募集を開始 ……… 3

■

受けて安心がん検診 … 4
■

行楽シーズンに潜む危険 
　  ……………………… 6

毎週土・日・月曜日を中心
に、帯広競馬場でばんえい
競馬を開催中です。広報お
びひろ5月号を持ってお越し
ください。

椅子のほかにも、ここが変わった！
市民文化ホール
リニューアルした大ホールの
座席以外の改修ポイントを
紹介します

文化課
橋場係員

ゆとりある空間で
文化にふれる
　市民文化ホールの大ホールが、市内企業の協力で、より
居心地よく、安全に利用できる空間に生まれ変わりました。
　新しくなった椅子で、音楽や舞台公演を鑑賞しませんか。

文化課（市庁舎８階、☎65・4209）問い合わせ

　

平
成
元
年
１
月
10
日
の
開
館
以
来
、

市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
市
民
文
化

ホ
ー
ル
は
、
今
年
１
月
に
開
館
30
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
の
年
に
、
六
花
亭
製
菓
株

式
会
社
様
か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
、
大

ホ
ー
ル
の
客
席
椅
子
１
５
４
０
席
を
交

換
し
ま
し
た
。
ま
た
併
せ
て
、
ホ
ー
ル

の
利
便
性
・
安
全
性
向
上
の
た
め
の
改

修
も
行
い
ま
し
た
。

日
本
初
の
最
新
の
椅
子
を
導
入

　

日
本
で
初
導
入
と
な
る
新
し
い
椅
子

は
、
フ
ラ
ン
ス
製
で
、
木
質
部
分
が
多

く
木
の
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
ほ
か
、

従
来
の
座
席
よ
り
座
面
が
や
や
高
く
な

り
、
座
り
心
地
が
良
く
、
立
ち
座
り
も

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
と
出
会
い
、
発
信
す
る
場

　

５
月
２
日
（
国
民
の
休
日
）
か
ら
は
、

市
民
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
複
数
の
会
場
で
、

第
38
回
お
び
ひ
ろ
市
民
芸
術
祭
（
詳
細

は
８
頁
参
照
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
文
化
ホ
ー
ル
は
、
皆
さ

ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
と
出
会
い
、
発

信
し
て
い
く
拠
点
施
設
と
し
て
、
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
や
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
し

ま
す
。
よ
り
居
心
地
よ
く
、
安
全
に
利

用
で
き
る
空
間
と
な
っ
た
市
民
文
化

ホ
ー
ル
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
ホ
ー
ル
が
装
い
新
た
に

改修の基本コンセプト
◉ 来場者の利便性・安全性のさらなる向上
◉ 高齢社会・ノーマライゼーション※社会に
　 合わせた改修

足元誘導灯を
更新！

車いす使用者用客席の増設

席を互い違いに配置
して見やすく

座席番号
表示の改善

② 見やすさ・分かりやすさ

③ バリアフリー

① 安全性

階段に暗闇で光る
蛍光式誘導ラインを導入

ステージに近い前方の席は、前列の席と
の重なりを軽減し、ステージが見やすく
なりました。

車いすで鑑賞できる
スペースを増やし、
体の不自由な人がよ
り鑑賞しやすくなり
ました。

ホールが暗い時でも
段差が分かりやすく

なりました。

※ノーマライゼーション　障害のある人もない人も、子どもも高齢者も、すべての人が平等に生活できる社会こそがノーマル（普通）であるという考え方。




